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Optical Characteristics of the Retroreflector in Space (RIS) in orbit was tested using second

harmonics Nd:YAG laser and TEA CO 2 laser. The result showed that the RIS in orbit is working

properly as a retroreflector. Errors for the laser long-path absorption measurement was st岨died with

the actual return signals from the RIS.

1996年8月に打ち上げられた地球観測衛星ADEOSには､長光路吸収法による大気中微量

分子濃度測定に用いるコーナーキューブリトロレフレクターRISが搭載されている｡本講

演ではRISの反射効率測定結果と長光路吸収測定の誤差の評価を報告する｡

ADEOS衛星は､ Nd:YAGレーザー第二高調波(532nm)を地上局から送倍し､ RISからの反

射をICCDカメラで受信することにより能動追尾される｡この受信光強度を記録し､

532nmにおけるRISの反射効率甲を測定した｡拍ad2m-2]は､以下の式で定義される｡

P=(16/汀2)(PoT2ヮRIsArヮsy;s/ ^ t2)守

Pは受信光強度､ poは送信光強度､ Tは大気の透過率､ 7RISはRISの反射率､ Ar[m2]は受信

望遠鏡の面積､ワsysは送受倍システムの光学的効率､ Otlradjは送倍レーザー光の拡がり

角である.ワsysは恒星の強度を測定することにより求めた｡測定結果をFig.1に示す｡一

回の実験が一本のグラフに相当し､衛星の最大高度角を示してある｡横軸は追尾開始から

の時間である｡雲やトラッキングエラーの影響により､ところどころに反射が小さい時間

帯があるものの､測定結果における反射効率の最大値と時間依存性は､理論計算値と概ね

一致している｡

分子濃度の測定に用いる赤外域での反射効率測定は､ TEA炭酸ガスレーザーを用いて
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行ったO　等sysは地上局から約4km離れた鉄塔上に設置したリトロレフレクターの反射光強

度の測定から求めた.大気の屈折率の変化によるビーム方向のズレや､トラッキングエラ

ーを考慮して､最も反射光が強い点を採摺した結果､ RISの反射効率の実測値は理論値の

約3/4となり､実測値と理論値とは良く一致した.

以上の結果から､ RⅠSはリトロレフレクターとしてほぼ設計どうりの効率でレーザー光

を反射しているということがわかった｡

前述の反射効率をもつRⅠSを用いて､ D互ALによる長光路吸収測定実験を行い､測定精度

を制限している誤差要因を調べた｡送倍にはパルス炭酸ガスレーザーを､受倍には直径

i.5mの大型望遠鏡を周いた.その結果､主要な誤差要因として､ 2本のレーザーのビーム

パターンの不一致が考えられたため､空間フィルタリングによりビームパターンを改善し

た｡また､大気揺らぎの効果を取り除くために2本のレーザーの発射時間間隔を200/isec

から且O/z secまで短縮した.以上の改善の結果､ 2本のレーザーの受倍光強度比の倍号対雑

音比は改善前の約5倍の億である10になった.
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Fig. l Measured and theoretical efficiency of re鮎ction of RIS
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